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はじめに  

 

新型コロナウイルスは国内で感染者が確認されてから、丸３年になります。日本ではこの

３年間で８回の感染拡大の波を経験し、第８波では死者数が過去最多となりました。その一

方で新型コロナウィルスの感染法上の位置づけは季節性インフルエンザなどと同じ「５類」

となる見込みです。また、人との接触、行動制限、マスクの着用等が大幅に緩和される予

定ですが、終息はまだまだ見えない状況下では感染対策の継続は必要です。 

コロナ禍以降、「感染症の拡大によるリスク低減」、「働き方改革を目的とした快適環境維

持および向上」が求められるようになりました。また、感染防止対策として、「三密の回避」、

「換気の徹底」、「ＣＯ２濃度測定」など快適な室内空気環境の維持管理も強く求められて

いますが、今回は各所での実施状況(考え方・取り組み事例他)の調査を行いました。 

  テーマは、「空調、換気、衛生設備の運用や改善による感染リスク低減と快適環境に

ついて」としています。 

  「運用についての改善（例：換気回数増）」「設備の増強（例：設備数増設）」について

は施工会社から事例を紹介していただき、その考え方や仕組みについて教示をいただき

ました。 

また、紫外線照射による空気環境対策では導入しているオフィスの見学、実機説明や 

 空調機器メーカーを訪問し、空調機、換気対策の商材等について調査を行いました。 

  内容のほとんどは各社からいただいた資料となりますが、換気対策、新たな機器導入

の参考やきっかけとなれば幸いです。 
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１．各種の装置・システムの開発・運用の紹介 

１．１ 装置の紹介 

（１） 紫外線照射による除菌 （エアロシールド設置オフィスの見学から）           

紫外線を照射することによって浮遊菌を減少させる装置が開発されている。 

同装置によって浮遊菌を減少させる方法は次のとおりである。 

① 同装置を室内の高さ 2.1m 以上の場所に設置する。 

② 同装置から紫外線を照射することにより、部屋の高所に紫外線ゾーンを形成する 

③ 室内の空気の自然対流によって紫外線ゾーンに空気が入り、その中の浮遊菌を紫外

線により減少させる。 

同方法では、実証実験において浮遊菌の 89.6％を減少させたとの結果が得られている。

見学ではオフィス内での設置状況を見学、コストや安全性、メンテナンスについて質 

   疑を行った。（資料１～３） 

 

（２） プラズマ放電技術による除菌（アイリスオーヤマ三田工場見学から） 

  １）プラズマガードについて 

プラズマ除菌技術を搭載した装置も開発されている。 

同装置によって除菌する仕組みは次のものである。 

① 同装置を空調ダクトに取り付ける。 

② 同装置によって低温プラズマ放電によって活性酸素や活性窒素などのイオンを発生  

させる。 

③空気中の菌やウイルス等の物質が②で発生したイオンに接触し、酸化反応を起こして

分解される。 

同装置による試験の結果、60 分で 99％以上の空間除菌力が確認されている。 

２）見学会での質疑 

 Ｑ１.プラズマガードについて、建物の粉塵濃度が変化することはないでしょうか？ 

   空気環境測定時、粉塵濃度が上がってしまうことはないでしょうか？ 

 Ａ１．空調フィルターで粉塵は取れていると思うが、そのフィルターでは取り切れてい

ない花粉とか、ＰＭ２．５の小さなもの、ウイルス、臭い成分も除去する商品で、

イオン自体が微小な物なのでカウントすることはできないと思う。 

 Ｑ２．空調機の中にプラズマガードを組み込んだ場合、湿度による影響はないか？ 

 Ａ２．湿度による影響は全くない。マイナスイオンが出るので滝の近く人いるような感

じ。 

 Ｑ３．導入するコストの他、ランニングコストは生じないか？ 

 Ａ３．この商品は、数千ボルトの電圧をかけてプラズマを発生させているので、少しず

つ劣化していく。筒の部分が 2 万時間、日中だけの使用で 5 万時間、フルで使用の

場合は 2年半。 
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Ｑ４.この技術は家庭用で検討されているか？ 

Ａ４.この商品は大反響があり、コンパクトではあるが家庭用には大きいということでも

う少しコンパクトにすることを検討中。 

Ｑ５.筒の部分の劣化は 2 万時間だが、たとえば空調機との連動では、電源のオン・オフ

はどのような制御か？ 

Ａ５.基本的には電源は入れっぱなし。オン・オフは一般的にタイマーをコンセント間に

入れる運用。 

Ｑ６．生物学的に微粒子濃度と除菌の関係は？ 

Ａ６.微粒子センサーを使ってデータを取っている。この微粒子センサーが１立方センチ

メートルあたりの 1 ミクロン以上の微粒子の数をカウントしている。実際に数値が

上下しているのは、単純に微粒子を測定している形。但し、微粒子をカウントして

いても、ウイルスであったら無害化しているので、センサーがカウントしていても

毒性はない状態。（資料４） 

 

（３）システムの紹介（空調設備設計・施工会社との面談から） 

空気質の監視と最適環境を提供するシステムが開発されており、同システムの特徴は次

のものである。 

① 二酸化炭素・温度・湿度など各種データをもとに感染リスクを定量化。 

② 標準予防策の行動を啓発。 

③ 定量化したリスクに応じて空調・換気設備の自動制御等により換気の改善等に活用可

能。（資料５） 

 

（４）シミュレーション(換気改善についての検討) 

空気の流れをシミュレーションして環境改善について検討された例を紹介する。 

数値流体解析によって改修前後の温度分布・二酸化炭素濃度のシミュレーションが行われ、

環境改善について検討された(モデル物件として某大学の講義室を採用) 

当該物件の場合の検討結果は次のものである。 

① ドアガラリは上部に変更する(下部は閉鎖する)。 

② 排気口はできる限り上方に設置する。 

③ 横引きダクト内貼により、排風機騒音を吸音する。 

（資料６） 

 

（５）その他(空調システムに関する工事) 

環境改善として換気量増強の工事が行われた例があるのではないかと推測して事例を

調査したものの、結果としては提案が行われた程度であった。 

提案(工事内容)は良いが、必要となる費用負担が多大なため、自然換気を行うことによっ
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て対応されることが多いとの情報を得た程度に終わった。 

 

（６）空調・換気設備の商材(ダイキンショールームの見学から) 

空調機、エアコン、換気設備の商材を見学。 

    導入された商材の多くは、コンパクトな除菌・集塵装置、空気清浄機で工事等が必要なく

安価で簡単に設置できることで人気を博した。換気・外気導入機能付きのエアコンも販売

されており、さらに拡充する予定がある。 

１）全熱交換器 

換気ができる全熱交換器と業務エアコンを組み合わせた仕組みを実機でご紹介いた 

だく。店舗内で通常の空調に全熱交換器を接続するもので、新鮮な空気を取り込み、

室内の汚れた空気を排気する際に全熱交換器で熱交換を行い、温かい（もしくは冷た

い）状態で業務エアコンに送り込む仕組み。 

コロナ禍によるウイルス対策としてもっともシンプルで効果的であり、エアコンの

負担の軽減、扉開放気に比べ高い省エネ性もあり効果もわかりやすいため資料を掲載

する。(夏季：43％、冬季：47％の省エネ効果） 

（資料７） 

２）空気清浄機 

空気清浄機も多くの商品があり、除菌の考え方は「集めた空気を閉ざされた空間で

除菌する」とのことで、キャッチとして「ダイキンは、吸い込んで、つかまえて、分

解する。」とうたっている。 

ダイキンの独自技術であるストリーマが特徴で、10 万度の熱エネルギーに匹敵（酸化

分解力による比較）するらしく、空気中の有害物質（浮遊ウィルス、浮遊カビ菌）を

吸い込んで抑制し、加湿する水も清潔に除菌しており、効果的と推察する。 

（資料８） 

業務用では、病院など人が長時間滞在する空間、出入りが多いためウイルス、菌が

気になる空間にストリーマ＋深紫外線（UVC）LED＋抗菌 HEPA フィルターを組み合わせ

た空気清浄機を提供しています。 

更に、人の密集を避けられない場所では天井埋め込み型もあり、気になる他人の咳

による飛沫も短時間に吸引してくれるので、学校や講堂などオオバコ施設には適して

いる。 

（資料９） 

   ３）保守体制 

対象はダイキン設備に限定されますが、「故障予知」として長年の積み上げられた実

績で電流、ガス圧の変化を分析し「故障予知」を行い、3 ヶ月後、1ヶ月後の故障発生

を予知してアラートをあげるなど経験と実績で練られた仕組みと組織を持っています。 

特に特筆すべきサービスとしてアシスネットサービスシステムを紹介する。多店舗ユー
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ザ、フロン法対応に特化した契約を希望するお客様に適しており、IOT 技術を活用し、運

転データを遠隔監視することでフロン法排出抑制法の対応を含め空調機管理をアシストす

るサービスである。 

 

２．２ 空調・換気設備等による感染防止状況 

   技術レポート４７による「新型コロナ対応」アンケート調査内の各社感染防止策では 

密を避けるため、テレワーク、リモート会議、時差出勤の導入による勤務体制や運用面な

どの対策、パーテーション設置、サーキュレーター設置、除菌・抗菌機器の導入がほとん

どであった。換気についても定期的な窓の開放、回数の増などで、機器の増強や改善につ

いてはうかがうことができなかった。 

 他で行われた調査においても情報量が少なく、換気回数の増は推奨されるものの、必要

以上な換気をすると室内環境の悪化や空調設備のエネルギー使用量も過剰になるなど、コ

ストにも影響があることから導入、改善例が少ないと考えられる。 

  １１０社のオフィスでのアンケートで、「空調改善機器を導入したか」の問いでは、フィ  

ルター系、イオン系の導入が多数であった。（複数回答） 

  ・フィルター系 ６５％ 

  ・イオン系   ５１％ 

  ・オゾン系   ２７％ 

  ・噴霧系    ２０％ 

  ・ＵＶ系    １７％ 

  ・光触媒系   １５％ 

  ・その他     ５％ 

   学校では多くの人員が集まり、クラスターの危険があるため、文部科学省の新型コロナ

ウイルス感染症対策分科会から「感染防止のための効果的な換気について」が発行され、

換気の考え方や効果的なポイントについての資料が提供されている。 
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89.6％減少！
※実空間の環境により

殺菌効果は異なります

製品の特徴 Features 安全と信頼性 Safety and Reliability

安全・安心のためのQ＆A

日 本 の 空 気 環 境 対 策 をリードする 。

紫外線ゾーンの形成
「エアロシールド」は特殊なルーバー(仕切り板)構造による紫外線の水平照射を実現しており、

天井付近に紫外線ゾーンを形成します。人が生活する空間に影響を及ぼすことなく24時間使用できます。

自然対流を用いた照射
空調や人の出入りなど屋内で起こる空気の自然対流を利用し、空間全体にアプローチします。

実空間での減少
「エアロシールド」は第三者研究

機関の実証試験により、「実空間
における浮遊菌減少が89.6%」と
結果を得ています。この試験は試
験用ボックスではなく実際に人が
生活する広さの空間で行なわれ
ており、実用性も証明されていま
す。また、医療機関をはじめ様々
なお客様の施設においても実証
試験を行い、同様の浮遊菌減少の
結果が得られています。

特殊 なルーバー構造で人体に安心
世界標準の紫外線照射装置

「AERO SHIELD®」の大きな強みは、“人がいる空間で安全に使える”
点。特殊なルーバー構造による紫外線の水平照射の実現で、人が生
活する空間に影響を及ぼすこと なく24時間使用できます。その安全
性と信頼から大学病院をはじめ、多数の施設で導入されています。 ●紫外線照射範囲(平面)

距
離︵
m
︶

距離（m）

コスト・運用負荷の軽減
テ ィ ッ シ ュ ボ ッ ク ス ほ ど の コ ン パ ク ト さ
(W28cm×H12cm×D12.5cm)で、約3Kgという軽量の
本体は、既存建物への後付導入も簡単。工事時間も1台
につき約1時間程度と、通常業務の妨げを最小限におさ
えることができます。さらに、毎日使う上で心配になる電
気代は、24時間使用しても１日7.6円(24時間)(※)フィル
ターレスなので、取り替えなど日々に発生するコストもな
く経済的です。

(※UKP18：夏期17.06円・その他の季節15.51円/Kwhで試算)

距
離︵
m
︶

距離（m）

●紫外線照射範囲(側面)

1台の対応範囲について
【目安】 天井の高さが2.5ｍの一般的な部屋に、装置を2.1ｍの高さに設置した場合

立米

平米

畳

設置目安

50～120m3

20～40m2

13～25畳

UKP18型名

20～50m3

8～20m2

5～13畳

UKP09

紫色に見えるのは可視光線で遠
紫外線ではありません。なお、紫
外線は水平方向にのみ照射され
るよう設計されており、設置時お
よび定期点検時には紫外線測定
器で安全性を確認しています。

紫色の光が見えているが
大丈夫なのか？

Q

A
壁に当たった紫外線はほとんど
反射しません。また、通常壁に到
達する前に減衰しています。

壁に当たって反射した
紫外線は人体に被害を
及 ぼさないのか？

Q

A
本製品のランプはオゾンの発生
しにくいオゾンレスタイプを採用
しています。

オゾンは発生しないのか？Q

A

空気環境対策は、避けては通れない最重要課題。紫外線
照射装置「AERO SHIELD®」は効率的かつ安全に新しい空
気環境対策を提案します

24時間運用の特殊構造

※部屋の状態（空気容量、気密性、空気循環など）により対応できる広さは変わります。
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紫外線ゾーン(UV-C)

屋内でおこる空気の自然対流を
利用して空気中の浮遊菌を減少

人がいる室内でも24時間稼動可能

紫外線の下方照射を防止
水平ルーバー

波長253.7nm
オゾンレスで安全

紫外線ランプ 紫外線専用反射板

設置位置は
高さ2.1m以上

自然対流

【検査機関】株式会社ビー・エム・エル
【検査内容】エアロシールドUKP18浮遊細菌効果テスト
【検査報告書発行日】平成22年6月11日

* 報告書書類2頁：エアロシールドUKP18(BML総合研究所
ビジターズルーム2)浮遊菌数検査結果　平成22年5月31
日 の数値に基づく値/数値は1m³中に換算した浮遊菌数
(cfu)

1 1

2 2

大分大学工学部応用化学科監修の元、調査・エアー
サンプラーを導入施設で使用して、浮遊菌を捕集・培
養した結果
1 導入医療施設の実空間における検査結果/平成23
年4月20日実施(左：4月20日18時05分・右：4月21日
10時05分)
2 導入保育施設の実空間における検査結果/平成26
年10月18日実施(左：10月18日9時30分・右：10月20
日9時)

導入施設における実空間での結果 ●臨床実験施設での浮遊菌減少試験

フィルターレスで
日常の点検・交換作業不要！

24時間稼働でも電気代は
1日たったの7.6円

導入後サポートも万全
ランプ交換・検査などおまかせください

7.6円
ONE DAY

万全
SUPPORT

MAINTENANCE

FREE

資料 １
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89.6％減少！
※実空間の環境により

殺菌効果は異なります

製品の特徴 Features 安全と信頼性 Safety and Reliability

安全・安心のためのQ＆A

日 本 の 空 気 環 境 対 策 をリードする 。

紫外線ゾーンの形成
「エアロシールド」は特殊なルーバー(仕切り板)構造による紫外線の水平照射を実現しており、

天井付近に紫外線ゾーンを形成します。人が生活する空間に影響を及ぼすことなく24時間使用できます。

自然対流を用いた照射
空調や人の出入りなど屋内で起こる空気の自然対流を利用し、空間全体にアプローチします。

実空間での減少
「エアロシールド」は第三者研究

機関の実証試験により、「実空間
における浮遊菌減少が89.6%」と
結果を得ています。この試験は試
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ており、実用性も証明されていま
す。また、医療機関をはじめ様々
なお客様の施設においても実証
試験を行い、同様の浮遊菌減少の
結果が得られています。

特殊 なルーバー構造で人体に安心
世界標準の紫外線照射装置

「AERO SHIELD®」の大きな強みは、“人がいる空間で安全に使える”
点。特殊なルーバー構造による紫外線の水平照射の実現で、人が生
活する空間に影響を及ぼすこと なく24時間使用できます。その安全
性と信頼から大学病院をはじめ、多数の施設で導入されています。 ●紫外線照射範囲(平面)

距
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m
︶

距離（m）

コスト・運用負荷の軽減
テ ィ ッ シ ュ ボ ッ ク ス ほ ど の コ ン パ ク ト さ
(W28cm×H12cm×D12.5cm)で、約3Kgという軽量の
本体は、既存建物への後付導入も簡単。工事時間も1台
につき約1時間程度と、通常業務の妨げを最小限におさ
えることができます。さらに、毎日使う上で心配になる電
気代は、24時間使用しても１日7.6円(24時間)(※)フィル
ターレスなので、取り替えなど日々に発生するコストもな
く経済的です。

(※UKP18：夏期17.06円・その他の季節15.51円/Kwhで試算)

距
離︵
m
︶

距離（m）

●紫外線照射範囲(側面)

1台の対応範囲について
【目安】 天井の高さが2.5ｍの一般的な部屋に、装置を2.1ｍの高さに設置した場合

立米

平米

畳

設置目安

50～120m3

20～40m2

13～25畳

UKP18型名

20～50m3

8～20m2

5～13畳

UKP09

紫色に見えるのは可視光線で遠
紫外線ではありません。なお、紫
外線は水平方向にのみ照射され
るよう設計されており、設置時お
よび定期点検時には紫外線測定
器で安全性を確認しています。

紫色の光が見えているが
大丈夫なのか？

Q

A
壁に当たった紫外線はほとんど
反射しません。また、通常壁に到
達する前に減衰しています。

壁に当たって反射した
紫外線は人体に被害を
及 ぼさないのか？

Q

A
本製品のランプはオゾンの発生
しにくいオゾンレスタイプを採用
しています。

オゾンは発生しないのか？Q

A

空気環境対策は、避けては通れない最重要課題。紫外線
照射装置「AERO SHIELD®」は効率的かつ安全に新しい空
気環境対策を提案します

24時間運用の特殊構造

※部屋の状態（空気容量、気密性、空気循環など）により対応できる広さは変わります。
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紫外線ゾーン(UV-C)

屋内でおこる空気の自然対流を
利用して空気中の浮遊菌を減少

人がいる室内でも24時間稼動可能

紫外線の下方照射を防止
水平ルーバー

波長253.7nm
オゾンレスで安全

紫外線ランプ 紫外線専用反射板

設置位置は
高さ2.1m以上

自然対流

【検査機関】株式会社ビー・エム・エル
【検査内容】エアロシールドUKP18浮遊細菌効果テスト
【検査報告書発行日】平成22年6月11日

* 報告書書類2頁：エアロシールドUKP18(BML総合研究所
ビジターズルーム2)浮遊菌数検査結果　平成22年5月31
日 の数値に基づく値/数値は1m³中に換算した浮遊菌数
(cfu)

1 1

2 2

大分大学工学部応用化学科監修の元、調査・エアー
サンプラーを導入施設で使用して、浮遊菌を捕集・培
養した結果
1 導入医療施設の実空間における検査結果/平成23
年4月20日実施(左：4月20日18時05分・右：4月21日
10時05分)
2 導入保育施設の実空間における検査結果/平成26
年10月18日実施(左：10月18日9時30分・右：10月20
日9時)

導入施設における実空間での結果 ●臨床実験施設での浮遊菌減少試験

フィルターレスで
日常の点検・交換作業不要！

24時間稼働でも電気代は
1日たったの7.6円

導入後サポートも万全
ランプ交換・検査などおまかせください

7.6円
ONE DAY

万全
SUPPORT

MAINTENANCE

FREE
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換気改善の計画にあたり、３つの観点から検討する

観点１ 感染症予防の観点（二酸化炭素濃度）

観点２ 温熱環境の観点（冬季、足元の温度）

観点３ 騒音抑制の観点（内貼りダクトによる吸音）

はじめに 1

はじめに

検討方法

① 数値流体解析により、改修前後の温度分布、二酸化炭素濃度をシミュレーションする

ソフトウェア Stream（ソフトウェアクレイドル）
メッシュ 直交メッシュ（メッシュ数：約125万）
解析方法 定常解析（乱流モデル：標準k-ε）
サイクル数 500～1200サイクル
季節 夏季、中間期、冬季の３つの季節を取り扱う

② 解析は定常計算で実施する（解析結果は時間平均値になる）

③ 人体（二酸化炭素の発生源）は均等に配置する

流入二酸化炭素濃度 410ppm
呼気二酸化炭素濃度 37,500ppm
人数 生徒 128名
二酸化炭素発生条件 発煙（マスク着用と設定）

④ 二酸化炭素濃度分布を確認し、呼気濃度を低く抑えるように室内気流構造を設計する

⑤ 温度分布を確認し、換気量増強に伴う暖房効果低下を極力抑制する

⑥ 騒音計算を実施し、換気量増強に伴う騒音増加を極力抑制する

⑦ 給気経路は全２ケース、排気経路は全４ケースを検討対象とする

⑧ 改修前後のシミュレーション結果を比較する

2

資料 ６
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はじめに

排気経路（全４ケース）給気経路（全２ケース）

3

ドアガラリ下部
（現状）

ドアガラリ上部
（改修後）

ダクト 横引
吸込口 上部

ダクト 横引
吸込口 下部

ダクト 縦
吸込口 上部

ダクト 縦
吸込口 下部

夏季（冷房運転） 二酸化炭素濃度分布（1200H）

ドアガラリ下部 ドアガラリ上部

ダクト 横引
吸込口 上部

ダクト 横引
吸込口 下部

ダクト 縦
吸込口 上部

ダクト 縦
吸込口 下部

現 状

二酸化炭素濃度[％]

4
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室内の気流構造はどちらかというと完全混合に近い。

（夏季は温度成層ができない）

教室前方から後方に向かって、次第に二酸化炭素濃度が増加。

座るなら前の席に着席した方が良い。

換気風量増強（改修前比 130％）に伴い、全体的に二酸化炭素濃度が低下する。

夏季（冷房運転） の解析結果 5

ダクト 横引
吸込口 上部

ダクト 横引
吸込口 下部

ダクト 縦
吸込口 上部

ダクト 縦
吸込口 下部

中間期（空調停止） 二酸化炭素濃度分布（1200H）

ドアガラリ下部 ドアガラリ上部

現 状

二酸化炭素濃度[％]

6
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中間期は、以下の場合に緩やかな温度成層ができる。

・ ドアガラリの位置が下部（現状）

・ 排気口の位置が下部

・ 導入外気が室温より少し低い

ドアガラリの位置を上部に変更すると、二酸化炭素濃度が大幅に改善する。

これは、新鮮外気が流入落下する際、周囲の二酸化炭素を巻き込むからである。

ドアガラリを上部に変更すれば、排気吸込口の高さに関わらず改善する。

ドアガラリの高さを変更しない場合、

・ 排気吸込口の位置を横引きダクトの上部とすることが最も安全

・ 縦ダクト下部に設けた場合はむしろ危険になる

ドアガラリは、上部に変更すべきである。

中間期（空調停止） の解析結果 7

ダクト 横引
吸込口 上部

ダクト 横引
吸込口 下部

ダクト 縦
吸込口 上部

ダクト 縦
吸込口 下部

冬季（暖房運転） 二酸化炭素濃度分布（1200H）

ドアガラリ下部 ドアガラリ上部

現 状

二酸化炭素濃度[％]

8
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冬季は温度成層ができる。温度成層が形成されると、デメリットが多い

・ ドアガラリから流入した重たい冷気は足元を流れ、教室後方に向かう

・ 流入した新鮮空気は、二酸化炭素を巻き込むことなくそのまま排気される

・ 温度成層は強い。上層と下層の空気交換はなかなか進まない

・ 上層には、暖かく、二酸化炭素濃度の濃い危険な空気が滞留する

上層の二酸化炭素濃度を低下させるために

方針① ドアガラリを上部に設け、暖気を巻き込みながら新鮮外気を下降させる

温度成層を緩和するように意識する

方針② 上層に滞留する二酸化炭素を集中的に排出する

排気口は極力上部に設ける

縦ダクト上部からの排気は、ダクト長が短く、騒音抑制の観点から懸念がある。

横引きダクトを採用できれば、吸込口を上部、下部、どちらに設けても良さそう。

二酸化炭素濃度の分布を全体的に俯瞰すると、

感染予防の観点からは、上から流入、上から流出、が最も安全。

冬季（暖房運転） の解析結果 9

上部から排気して、暖房の効きに影響は無いのか？

せっかく暖めた上層暖気を排気してしまったら、「暖房が効きづらくなる」と心配になる。

ただし気流解析を参照すれば、この考え方は、

“熱収支に基づく暖房能力の過不足を指摘しているに過ぎない” とわかる。

実際には、そうはならない。暖房の「効き」は、熱収支よりも室内の気流構造に依存する。

下から排気しても、上から排気しても、「暖房の効き」には大差がない。

なお、どんなに高出力の暖房機を選定しても、

室内の気流構造によっては暖房が効かない場合がある、ことを示唆している。

ドアガラリ上部
縦ダクト
上部排気

ドアガラリ上部
縦ダクト
下部排気

上部滞留暖気の排気は、「暖房の効き」にどのように影響するか

温度[℃DB]

10
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暖房の効き具合は、排気口の位置よりも、流入口高さの影響を受ける

レタン口ではなく、排気口の位置であることに留意。

ドアガラリ下部のままだと、冷外気の流入量増加（換気量強化）が、

そのまま「暖房の効きずらさ」に直結する。

足元を流れる冷外気の風量が増えてしまう。

温熱環境の観点からも、

ドアガラリを上部に設置し、上層暖気を巻き込みながら下降するように計画すべき。

ドアガラリ上部
縦ダクト
上部排気

ドアガラリ下部
縦ダクト
上部排気

何をすると「暖房の効き」が悪くなるのか

温度[℃DB]

11

排風機増強により騒音が極力大きくならないように配慮する

縦ダクト、上部排気は、ダクト経路が短く、吸音力が小さい

内貼りダクトの経路を極力長くとり、排風機騒音の室内放射を抑制する

教室の音環境について 12

ダクト 横引
吸込口 上部

ダクト 横引
吸込口 下部

ダクト 縦
吸込口 上部

ダクト 縦
吸込口 下部

現状
壁付換気扇

発生騒音（SPL） 54dB(A) ※機器正面1.5m

発生騒音
48dB(A)

発生騒音
48dB(A)

発生騒音
51dB(A)

発生騒音
48dB(A)
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留意点１ ドアガラリは上部に変更する（下部は閉鎖する）

周囲の暖かい空気を巻き込みながら足元に流す

上層の二酸化炭素を巻き込みながら足元の排気流に乗せることができる

留意点２ 排気口はできる限り上方に設置する

上層の二酸化炭素濃度の濃い、危険な空気を排気する

暖かい空気を優先的に排気する事で、冷たい空気を暖かい空気と混ぜる

下層の冷たい空気を排気すると、どんどん冷たい空気が流入し、足元はむしろ冷える

留意点３ 横引きダクト内貼により、排風機騒音を吸音する

吸音効果を極力大きくとるため、ダクト長を極力長くする

まとめ 換気改善計画で留意すべき点 13

冬 季

中間期

夏 季

参考（二酸化炭素濃度、ドアガラリ上部、横引きダクト上吸い込み）

二酸化炭素濃度[％]

14
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換気対策後は、
しっかりアピール
換気の取り組みを
アピールできるステッカーを、
購入者の方にお渡ししています。 換気強化中ステッカー

（150×150mm）

※1.設置制約内において。

※1

換気 空調

「お店の換気ができるエアコン」は、
ベンティエールと店舗・オフィスエアコンの組み合わせで、
新鮮で快適な空気をお部屋のすみずみまでお届けします。

店舗・オフィスエアコン
スカイエア

全熱交換器ユニット
ベンティエール

パッケージ化
されているので

圧損計算が
不要

新鮮な空気が

お店の換気ができるエアコン 選べる2つの風量

快適な温度で
届く

すみずみまで
届く

自然換気（扉や窓開放）に関する、
さまざまな声にお応えする「お店の換気ができるエアコン」

エアコン

外の暑い空気が
室温を上昇

虫やホコリ、
騒音が入る

冷暖房した空気が
窓や換気扇から逃げる

お店の換気ができるエアコンなら 全熱交換器ユニット
ベンティエール

店舗・オフィスエアコン
スカイエア

換気をしながら
快適な室温を維持

虫やホコリ、
騒音の侵入を防ぐ

自然換気の
お悩み せっかくエアコンを

つけているのに

暑い・寒い

エアコンの

電気代
アップ

ができているか不安

安定した
確実な換気

エアコンの
吹出口に

結露

ベンティエールによる機械換気を行うため、
給気と排気をコントロールして、
安定した換気が可能です。
また、外から取り込む空気を、
排出する空気の熱を使って
冷やしたり暖めたりするので、
エアコンの負担も減らせて
省エネです。

エアコンで
風を届けるので

ダクト工事
軽減

1

資料 ７
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熱交換をして
新鮮な空気を
エアコンに送る

新鮮な空気を
取り込む

快適な空気に
整える

新鮮な空気を

エアコンからの
吹き出しで

すみずみまで
お届け

汚れた
室内の空気を

排気

汚れた
室内の空気を
吸い込む

※イラスト、写真はイメージです。

2

飲食店・ショップ・クリニックなど、さまざまな空間でご使用いただけます。

店舗・オフィスエアコン
スカイエア

全熱交換器ユニット
ベンティエール
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3

「お店の換気ができるエアコン」はベンティエールで
調整された空気をエアコンに届け、エアコンの負担を軽減。
扉解放換気に比べ高い省エネ性を実現しています。

温度・湿度を逃さず、新鮮な空気と入れ替える
全熱交換器ユニット ベンティエール

高い省エネ性を実現した「お店の換気ができるエアコン」

■ベンティエールの仕組み

外気吸込

室内給気

排気吸込

排気吹出

室内側

室外側

室外側

汚れた
室内の空気

新鮮外気

室内側

仕切板

熱交換エレメントの
全熱交換の仕組み

仕切板断面

水分子
雑ガスCO2分子など

つめたい低湿空気

あたたかい高湿空気

室外へ
排気

室内へ
給気

材材材材材緻薄 材材材材薄薄膜緻膜緻緻密密素材素材

※1

約43%

省エネ

夏 季

※2

約47%

省エネ

冬 季

扉開放換気と比較して

※1 .〔 試算条件：一般飲食店 〕部屋サイズ：25㎡×高さ2 .7m・空調機器
（SSRC80BFV）1台による冷房・全熱交換器（ダイキン製 風量：250㎥/h）1
台・外気温31℃、湿度70%・室内温度条件：27℃DB/19℃WB・扉サイズ：
1m×2m・扉開放時の流量：570㎥/h〔消費電力〕扉解放換気+空調機：
2.05kW、全熱交換器+空調：1.16kW

※2 .〔 試算条件：一般飲食店 〕部屋サイズ：25㎡×高さ2 .7m・空調機器
（SSRC80BFV）1台による暖房・全熱交換器（ダイキン製 風量：250㎥/h）1
台・外気温5℃DB/3℃WB・室内温度条件：20℃DB/15℃WB・扉サイズ：
1m×2m・扉開放時の流量：570㎥/h〔消費電力〕扉解放換気+空調機：
3.51kW、全熱交換器+空調：1.84kW　

外気の取り込み（給気）も汚れた
空気の排出（排気）も機械で行う
ため、安定した空気の入れ替えが
可能です。

新鮮な外気を取り込み
汚れた空気は排出1

外から取り込む空気を、室内から排出
する空気の熱で冷やしたり暖めたりして、
室温に近い温度で取り込みます。換気
で温度差ができるのを和らげ、エアコン
の負担も減らせて省エネです。

室内を快適な温度に保ち
省エネも両立2
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4

S-ラウンドフロータイプ
・FIVE STAR ZEAS（SSRC）

・Eco-ZEAS（SZRC）
（P80形/P112形/P140形/P160形）

（P112形/P140形/P160形）

全熱交換器ユニット
ベンティエール

店舗・オフィスエアコン
スカイエア 周辺部材

新鮮空気取入キット
（チャンバー式・Ｔ管有り）

KDDP55C160K

深形フード×２
（金網付き）

K-CFN150N

薄形
給排気グリル

K-DGL150DF

液晶ワイヤードリモコン
BRC1G3

露出設置形
VAH250HS（単相100V）

天井埋込ダクト形
VAM250HS（単相100V）
VAM250H  （単相200V）

丸形フード×２
（金網付き）

K-SFX150ZS

【ベンティエール（風量250㎥/h）+S-ラウンドフロータイプ】

【制約条件※】
・SA-OAライン：ダクト長7.0m以内、曲げ2回まで。
 RA-EAライン：ダクト長5.0m～24m以内、曲げ2回まで。
 （給気と排気での静圧差を10:6以内にするため排気ライン5m以上必要）
・使用するダクトはアルミフレキダクトを想定。
 （その他であれば風量250㎥/h時、静圧 2.7Pa/m 以下のもので選定）
・制限を超える場合、能力低下や風量低下の可能性があります。

【制約条件※】
・SA-OAライン：ダクト長8.0m以内、曲げ2回まで。／RA-EAライン：ダクト長10.0m～28m以内、曲げ2回まで。
（給気と排気での静圧差を10：6以内にするため排気ライン10m以上必要。）
・使用するダクトはアルミフレキダクトを想定。（その他であれば風量250㎥/h時、静圧 2.7Pa/m 以下のもので選定）
・制限を超える場合、能力低下や風量低下の可能性があります。

取り付けイメージ（深形フードの場合）

丸形フードの場合

●1セットにつき１台のリモコンにてご使用ください。
●ダクト直結有無設定を「有」に設定してください（現地設定）。 ●全熱交換器ユニットの風量を特強ノッチに設定してください（現地設定）。

●換気単独運転はできません。換気のみ行いたい場合はエアコンを送風モードにて運転してください。　●２４時間運転設定・間欠弱ノッチ運転・自動ナイトパージ機能は使用できません。
●室内機の運転音が上がりますので吹出口の音が気になる場合は「弱ノッチ」にしてください（換気量が落ちる場合があります）。　●空調機の機器保護のため、換気が停止する場合があります。

薄形給排気グリル

深形フード

店舗・オフィスエアコン
スカイエア

S-ラウンドフロータイプ

全熱交換器ユニット
ベンティエール

液晶ワイヤードリモコン

←SA（新鮮な空気）

RA→

←OA（新鮮な空気）

EA（汚れた空気）→

（
汚
れ
た
空
気
）

●ダクトは現地手配となります。

エアコンとのダクト直結有無設定……「有」［17（27）・5・02］

ダクト直結有無設定

工場出荷状態

17（27）

モード
番号

5

設定
スイッチ
番号

ダクト直結なし ダクト直結あり

01 02

設定ポジション

換気ファン風量設定……「特強」［17（27）・4・02］

換気ファン初期設定

工場出荷状態

17（27）

モード
番号

4

設定
スイッチ
番号

通常 特強

01 02

設定ポジション

※全熱交換器ユニット 風量240㎥/h以上を前提とした条件です。

※全熱交換器ユニット 風量240㎥/h以上を前提とした条件です。

ダクト：φ150

ダクト：φ150
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本レポートは、下記の設備保全部会委員により作成されました。 
許可なく本レポートを複製・転載することを禁じます。 

 
 

担当副会長  澤村剛士 
部会長    米澤勉 
副部会長   福森康昭 
副部会長   福岡亮二 
部会委員    守家浩二（関西明装株式会社） 

     部会委員   山田崇 （株式会社ＮＴＴファシリティーズ） 

部会委員   中塚顕二（株式会社ｼﾞｪｲｱｰﾙ西日本総合ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ） 
部会委員   水田哲哉（アイテック阪急阪神株式会社） 

部会委員    足立洋二（株式会社カンソー） 
          

 
          

 
        《会員限定頒布》 

令和５年３月 発行 
一般社団法人 大阪ビルメンテナンス協会 
〒550-0002 大阪市西区江戸堀 2 丁目 6 番 33 号 

               江戸堀フコク生命ビル８F 
Tel:(06)4256－5371  Fax:(06)4256－5375 
E₋osakabma@obm.or.jp 
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